
食改さんの
試してレシピ

も っ と 野 菜 を 食 べ よ う

玉ネギは皮をむき、上部1.5ｃｍを切り、下部は
根を取り除く。ラップで包みレンジ（５００Ｗ）で
５分加熱後、ラップを外し、外側１．５ｃｍ残
してスプーンで中身をくり抜く。くり抜い
た玉ネギはみじん切りにする。
ボウルに豚ひき肉とＡを加えて粘りが出
るまでこね、①の玉ネギのみじん切りも混
ぜる。
①のくり抜かれた玉ネギに②を詰める。
ニンジンは皮をむいて１ｃｍ角切りにする。
水1.6リットルを沸騰させた鍋にコンソメ・
③・④を入れて中火で２０分くらい煮る。（玉
ネギが透明になるまでが目安）塩コショウ少々
で味を整える。
⑤を器に盛り付け、パセリを少々ふりかける。

❶

❷

❸
❹
❺

❻

）で
残

混

・
玉
少

る

少々

る。

・玉ネギ
・豚ひき肉

４個
１２０ｇ

・ニンジン
・水
・固形コンソメ
・塩
・こしょう
・乾燥パセリ

１/２本
1.6リットル
２個
ひとつまみ
少々
少々

材料（約４人分）

作り方

「玉ネギのファルシ」
今 回 の メ ニ ュ ー

ワンポイントアドバイスワンポイントアドバイス
玉ネギをまるごと使うことで甘みが口に広がります。
玉ネギの他にジャガイモやパプリカでも応用できます。

塩
砂糖
粗びきこしょう

ひとつまみ
ひとつまみ

少々
A

歯みがき
嫌がらずに頑張ります。

（細筑）

藤井 悠瑠ちゃん
はるはる

一人で歯みがき
できるように頑張ります。

（天神堂）
上遠野 晴斗ちゃん

はるとはると

これからも
歯みがき頑張ります。

（天神堂）

佐藤 璃莉ちゃん
りりりり

これからも歯みがき
頑張ります。

（駅前）
伊藤 寧音ちゃん

ねねねね

お兄ちゃんと一緒に
歯みがき頑張っています。

（外川原）
坂本 優輝ちゃん

ゆうきゆうき

もっとかわいくなれるよう
に歯みがき頑張ります。

（宝門町）
草薙 明日菜ちゃん

あすなあすな

毎日歯みがき
頑張っています。

（新町）

伊藤  蓮
れんれん

毎日歯みがき
頑張っています。

（元本堂南部）

髙階 星那ちゃん
せなせな

お兄ちゃんと一緒に
歯みがき頑張っています。

（南町）

髙橋 稀衣ちゃん
きいきい

虫歯の
ない子

ファルシとは
フランス語で
「詰め物」の
ことです。
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　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話
番号を明記のうえ、７月13日㈬までご応募ください。応募は１点とし、応
募者多数の場合は掲載できないことがあります。内容が広報掲載上好ましく
ない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品を募集します（短歌、俳句、川柳、イラストなど）

「ハナミズキ」

不器用っ子が増えている 手と指は〈第2の脳〉

金子みすゞ ・金澤翔子  ひびきあう詩と書

ズートピア 
「悩み部」の焦燥と、その暗躍。 

谷田貝 公昭（編・著）

金子 みすゞ（詩），金澤 翔子（書）
スーザン・フランシス（作）

麻希 一樹（著）

図書館「超」活用術 
日本史有名人の身体測定 
若い有権者のための政治入門 
早わかり目でみる食品&食材成分事典
麻ひもで編むかごとバッグ 
掃除は「ついで」にやりなさい! 
コンビニコーヒーは、なぜ高級ホテルより美味いのか 

ひと目でわかる花木と果樹の剪定と育て方 

奥野 宣之（著）
篠田 達明（著）
藤井 厳喜（著）
主婦の友社（編）
青木 恵理子（著）
新津 春子（著）

川島 良彰（著）

ブティック社（出版）
現代用語の基礎知識学習版　2017 
ここで土になる 
カブトムシvs.クワガタムシ強いのはどっちだ! 
二日月 
ワンダー 

自由国民社（出版）
大西 暢夫（著）
本郷 儀人（著）
いとう みく（作）
R.J.パラシオ（作）

たなばたバス 
路線バスしゅっぱつ! 
まりひめ 
こうじのくるま 
むしめがねのルーペちゃん 

藤本 ともひこ（作）
鎌田 歩（作）
岩崎 京子（作）

コヨセ ジュンジ（さく）
くりはら たかし（作）
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ご
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問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040

新刊図書新刊図書のご案内ご案内新刊図書のご案内
学友館から

「 」

坂
本 

和
子
さ
ん（
六
郷
）

「
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム
」

「「

作品

今月のおすすめ
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